
■日漢協トピックス■

第75回日本東洋医学会学術総会 市民公開講座 開催

2025年6月8日（日）、京王プラザホテル(新宿区)
において、第75回日本東洋医学会学術総会
市民公開講座が 「東洋医学を“科学”する
正しく学ぼう！漢方薬･鍼灸の活用法」 と題し、
開催された。
本講座は、日本東洋医学会と日漢協との共催に
より、今回は6年ぶりの会場のみの開催となった。
当日の来場者数は、定員（200名）を上回る209名
という想定を超える盛況ぶりであった。

まず、会の冒頭、日漢協を代表し、町田吉夫常務理事
より開会の挨拶があった。

その後、講演のセッションに
移り、司会を塚田愛先生
（昭和医科大学医学部生理学
講座生体制御学部門
統括研究推進センター）が
務められ、3名の演者の先生
方が登壇された。

【塚田 愛先生】【会場の様子】

【町田 吉夫常務理事】

【案内用チラシ】



各先生方のご講演の概要は、以下の通りである。

◆ 「世界が注目！漢方薬と鍼灸の最新科学」
       山本 高穂様 （NHK コンテンツ制作局）

山本様は、NHKスペシャルで放送され大きな反響のあった漢方薬
と鍼灸の最新研究について高精細CGを交えながら解説した。
漢方薬については、腸内細菌の働きや腸内細菌叢のバランスが
その効果を左右することなどや、鍼灸については、足三里*のつぼが
迷走神経-副腎髄質を介した抗炎症メカニズムにより健康効果がある
ことなど、最前線の話題を紹介した。
＊足三里：膝の下・スネの外側に位置する、松尾芭蕉も長旅のケアとして重宝していたつぼ

◆ 「最新科学の視点からの鍼灸（ツボのセルフケア）の活用法」
  安野 富美子先生
  （東京有明医療大学 保健医療学部 鍼灸学科）

安野先生からは、まず、鍼と灸は、経路経穴系*という生体システム
を用い、自然治癒力を治効原理とした体に優しい医療であり、現在
では、血流改善、鎮痛、免疫機能の賦活などの効果が明らかになっ
ているなどと、解明が進んでいる鍼灸の現状について説明があった。
その上で、身近で簡易に誰でもできるつぼ療法について、「肩井」
「合谷」「三陰交」というつぼの部位や押し方など、実際に来場者にも
体験していただきながら、伝授された。
* 経路経穴系：気や血が流れる通路で、人体の臓器（五臓六腑）・筋肉・皮膚などをつなげているもの

【安野 富美子先生】

【山本 高穂様】



◆ 「最新科学の視点での漢方薬の活用法」
  今津 嘉宏先生（芝大門いまづクリニック）

今津先生は、経験や言い伝えで使われてきた漢方薬の科学的解明
により、古くて新しい現代の漢方医学をぜひ役立ててほしい、と期待
を述べた。例えば、大建中湯に配合されている山椒には、血管壁に
ある受容体を刺激し、血流障害や浮腫を改善する作用があることが
明らかになり、今では腹部のトラブルに広く活用されていると話した。
その後、がん、不老長寿、肥満、風邪、肩こりなどのテーマを取り上
げ、それぞれの疾患や症状に対する最新のエビデンスとともに具体
的な使い方や使用上の注意点などについて解説された。

各先生方の講演終了後は、司会と演者の
先生方によるディスカッションの場が設けら
れた。
今回のテーマである最新科学などに関して、
様々な観点より活発な意見交換が交わされ
多岐にわたる情報が共有された。

来年の日本東洋医学会学術総会は、
6月12日（金）～14日（日）の日程で富山県
にて開催される予定である。

 

【今津 嘉宏先生】

【ディスカッションの様子】
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